題材構造図　「Ａ　家族・家庭生活」
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第１題材　「家族の一員としての私を見つめて」（全４時間）








　　　　　　　





①②ガイダンス


家庭生活は地域の相互の関りで成り立っていることについて気付いている。【協力・協働】（１）ア





家族とのよりよい関わり方について，課題解決に主体的に取り組んで実践しようとしている。





③家庭生活の機能（１年末）


家族の互いの立場や役割について理解し，協力して家庭生活を営む必要があることに気付き、家族関係をよりよくできることについて気付いている。【協力・協働】（３）ア（ア）





④家庭生活の機能（２年末）


家族の互いの立場や役割について理解し，協力して家庭生活を営む必要があることに気付き、家族関係をよりよくできることについて気付いている。【協力・協働】（３）ア（ア）





第２題材　「家族の中で育った私」（１１時間）








　　　　　　　





②自分の成長を振り返って


幼児とのよりよい関わり方について，実践を評価したり，改善したりする力を身に付けている。


【健康・快適・安全】【協力・協働】（２）イ





幼児とのよりよい関わり方について，課題解決に主体的に取り組んで実践しようとしている。





①生命の大切さ


幼児の発達の特徴について理解している。


【協力・協働】【健康・快適・安全】（２）ア





④幼児の体の発達


幼児の発達の特徴について理解している。


【協力・協働】【健康・快適・安全】（２）ア





③私の成長記録


幼児とのよりよい関わり方について問題を見出して課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。


【健康・快適・安全】【協力・協働】（１）ア





⑤⑥幼児の心の発達


家族の役割について理解している。


【協力・協働】【健康・快適・安全】（２）ア（ア）





⑦幼児との触れ合いⅠ


幼児の生活や遊びを観察したり、一緒に遊んだりするなどの体験を通して関わり方について理解している。


【協力・協働】【健康・快適・安全】（２）ア（イ）





⑨幼児の生活習慣


幼児とのよりよい関わり方について（実践に向けた計画）考え，工夫し，課題を解決する力を身に付けている。


【協力・協働】【健康・快適・安全】（２）イ





⑧触れ合い活動Ⅰの振り返りと計画


幼児とのよりよい関わり方について，課題解決に向けた一連の活動を振り返って，理解しているとともに，改善している。


【協力・協働】【健康・快適・安全】（２）ア（イ）





⑩幼児のおやつの計画


幼児にふさわしい食事について問題を見いだして課題を設定し，解決する力を身に付けている。


【協力・協働】【健康・快適・安全】Ｂ（１）イ





⑪幼児のおやつ実習


【幼児にふさわしいおやつについて適切な調理方法を理解しているとともに，調理が適切にできる。


【協力・協働】【健康・快適・安全】Ｂ（１）ア（ア）





第３題材　「遊びの中で育った私」（全６時間）








　　　　　　　





②③幼児の遊びの工夫・接し方


幼児とのよりよい関わり方について，実践を評価したり，改善したりする力を身に付けている。


【協力・協働】【生活文化の継承・創造】【健康・快適・安全】


（２）イ





①幼児の生活と遊び


幼児にとっての遊びの意義について理解している。


【協力・協働】【生活文化の継承・創造】【健康・快適・安全】（２）ア（イ）





幼児とのよりよい関わり方について，課題解決に向けた一連の活動を振り返って，改善し実践しようとしている。





④⑤幼児との触れ合い活動Ⅱ


幼児の発達や生活の特徴を踏まえ、幼児に応じた関わり方について理解するとともに，適切にできる。


【協力・協働】【健康・快適・安全】（２）イ





⑥幼児との触れ合い活動Ⅱの振り返り


幼児とのよりよい関わり方について問題を見出して課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。


【協力・協働】【健康・快適・安全】（２）イ





第４題材　「地域の中で生きる私」（全４時間）








家族や地域の人々と協働し，よりよい生活の実現に向けて，幼児の生活と家族について工夫し創造し，実践しようとしている。





　　　　　　　





高齢者が生活の中で求めているもの


高齢者の生活を知る中で，人との関わりが高齢者との関わりが必要であることに気付き，温かい関わりをもつことが適切にできる。【協力・協働】（３）ア（イ）





②地域の高齢者との関わり方


家族関係をよりよくする方法及び高齢者など地域の人々と関わり，協働する方法について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。


【協力・協働】【健康・快適・安全】　（３）イ





④家族・地域の一員としての自分


３年間の学習を振り返り，家族・地域の一員として，家族や地域のために活動していくことの大切さに気付いている。【協力・協働】【持続可能な社会の構築】（４）ア





③家庭生活と高齢者


高齢者などの地域の人々と協働する必要があることについて理解したり，介護など高齢者との関わり方について理解したりしている。


【協力・協働】【健康・快適・安全】（３）ア（イ）





家族関係をよりよくする方法及び高齢者など地域の人々と関わり，協働する方法について，主体的に取り組んで実践しようとしている





家族や地域の人々と協働し，よりよい生活の実現に向けて，家族関係をよりよくする方法及び高齢者などの地域の人々と関わり，協働する方法について工夫し創造し，実践しようとしている。





＜学習後の生徒の意識＞


・家庭生活は地域との相互の関わりで成り立っているので，地域の人と協力してよりよい生活を作り出していきたい。


・幼児の発達と生活の特徴が分かったので発達段階に合った関わり方ができるよう接し方を工夫していきたい。


・家庭や地域の人と関わることの大切さが分かったので地域の活動に参加し，自分から様々な年齢の方たちと交流していきたい。








